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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 浮 体 本 体 と 、
　 前 記 浮 体 本 体 に 配 置 さ れ 、 液 化 二 酸 化 炭 素 を 貯 留 可 能 な タ ン ク と 、
　 外 部 か ら 供 給 さ れ る 液 化 二 酸 化 炭 素 を 前 記 タ ン ク 内 に 放 出 す る 積 込 配 管 と 、 を 備 え 、
　 前 記 積 込 配 管 は 、
　 　 前 記 タ ン ク の 外 部 に 配 置 さ れ て 前 記 タ ン ク の 上 方 で 水 平 方 向 に 延 び 、 第 一 の 内 径 を 有  
し た 第 一 積 込 配 管 と 、
　 　 一 端 が 前 記 第 一 積 込 配 管 に 接 続 さ れ て 前 記 タ ン ク の 外 部 か ら 内 部 に 延 び る と と も に 、  
前 記 タ ン ク 内 で 上 下 方 向 に 延 び 、 上 下 方 向 に お け る 下 側 端 で あ る 他 端 が 前 記 タ ン ク 内 で 開  
口 し 、 前 記 第 一 の 内 径 よ り も 小 さ い 第 二 の 内 径 を 有 し た 第 二 積 込 配 管 と 、
を 備 え る 浮 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 積 込 配 管 は 、
　 　 基 端 が 前 記 第 一 積 込 配 管 に 接 続 さ れ 、 先 端 が 前 記 タ ン ク 内 で 開 口 し 、 前 記 第 二 の 内 径  
よ り も 大 き い 第 三 の 内 径 を 有 し た 第 三 積 込 配 管 、 を 更 に 備 え る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 浮 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 浮 体 本 体 と 、
　 前 記 浮 体 本 体 に 配 置 さ れ 、 液 化 二 酸 化 炭 素 を 貯 留 可 能 な 複 数 の タ ン ク と 、

請求項の数　8　（全19頁）
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　 複 数 の 前 記 タ ン ク の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ て 、 前 記 タ ン ク 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 を 前 記 浮 体  
本 体 の 外 部 に 送 り 出 す 揚 荷 配 管 と 、
　 前 記 複 数 の タ ン ク を な す 第 一 の タ ン ク と 第 二 の タ ン ク と の 間 に 跨 が る よ う に 配 置 さ れ 、  
前 記 第 一 の タ ン ク 内 と 前 記 第 二 の タ ン ク 内 と を 連 通 さ せ る 移 送 配 管 と 、 を 備 え 、
　 前 記 移 送 配 管 は 、
　 　 前 記 第 一 の タ ン ク 側 に 配 置 さ れ 、 第 一 の 内 径 を 有 し た 第 一 移 送 配 管 と 、
　 　 一 端 が 前 記 第 一 移 送 配 管 に 接 続 さ れ る と と も に 、 他 端 が 前 記 第 二 の タ ン ク 内 で 開 口 し  
、 前 記 第 一 の 内 径 よ り も 小 さ い 第 二 の 内 径 を 有 し た 第 二 移 送 配 管 と 、
を 備 え 、
　 前 記 第 一 移 送 配 管 は 、 前 記 第 一 の タ ン ク と 前 記 第 二 の タ ン ク と の 双 方 の 外 部 に 配 置 さ れ  
て 、 前 記 第 一 の タ ン ク 及 び 前 記 第 二 の タ ン ク の 上 方 で 水 平 方 向 に 延 び る 中 間 部 を 備 え 、
　 前 記 第 二 移 送 配 管 は 、 前 記 第 二 の タ ン ク の 外 部 か ら 内 部 に 延 び る と と も に 、 前 記 第 二 の  
タ ン ク 内 で 上 下 方 向 に 延 び て 、 前 記 第 二 移 送 配 管 の 下 側 端 が 前 記 他 端 と し て 前 記 第 二 の タ  
ン ク 内 で 開 口 し て い る
浮 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 移 送 配 管 は 、
　 　 基 端 が 前 記 第 一 移 送 配 管 に 接 続 さ れ 、 先 端 が 前 記 第 二 の タ ン ク 内 で 開 口 し 、 前 記 第 二  
の 内 径 よ り も 大 き い 第 三 の 内 径 を 有 し た 第 三 移 送 配 管 、 を 更 に 備 え る
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 浮 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 浮 体 に お け る 、 液 化 二 酸 化 炭 素 の 積 込 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 一 積 込 配 管 か ら 前 記 第 二 積 込 配 管 を 通 し て 前 記 タ ン ク 内 に 液 化 二 酸 化 炭 素 を 積 み  
込 む 工 程 と 、
　 前 記 タ ン ク 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 の 液 位 が 定 め ら れ た 液 位 に 到 達 し た ら 、 前 記 第 一 積 込 配  
管 か ら 前 記 第 三 積 込 配 管 を 通 し て 前 記 タ ン ク 内 に 液 化 二 酸 化 炭 素 を 積 み 込 む 工 程 と 、 を 含 む
　 液 化 二 酸 化 炭 素 の 積 込 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 浮 体 に お け る 、 液 化 二 酸 化 炭 素 の 揚 荷 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 一 の タ ン ク 内 を 加 圧 す る こ と で 、 前 記 第 一 の タ ン ク 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 を 、 前 記  
第 一 移 送 配 管 か ら 前 記 第 二 移 送 配 管 を 通 し て 前 記 第 二 の タ ン ク 内 に 移 送 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 二 の タ ン ク 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 の 液 位 が 定 め ら れ た 液 位 に 到 達 し た ら 、 前 記 第 一  
の タ ン ク 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 を 、 前 記 第 一 移 送 配 管 か ら 前 記 第 三 移 送 配 管 を 通 し て 前 記 第  
二 の タ ン ク 内 に 移 送 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 二 の タ ン ク 内 の 前 記 液 化 二 酸 化 炭 素 を 、 前 記 揚 荷 配 管 に よ り 前 記 第 二 の タ ン ク の  
外 部 に 送 り 出 す 工 程 と 、 を 含 む
　 液 化 二 酸 化 炭 素 の 揚 荷 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 浮 体 本 体 と 、
　 前 記 浮 体 本 体 に 配 置 さ れ 、 液 化 二 酸 化 炭 素 を 貯 留 可 能 な タ ン ク と 、
　 外 部 か ら 供 給 さ れ る 液 化 二 酸 化 炭 素 を 前 記 タ ン ク 内 に 放 出 す る 積 込 配 管 と 、 を 備 え 、
　 前 記 積 込 配 管 は 、
　 　 前 記 タ ン ク の 外 部 に 配 置 さ れ 、 第 一 の 内 径 を 有 し た 第 一 積 込 配 管 と 、
　 　 一 端 が 前 記 第 一 積 込 配 管 に 接 続 さ れ る と と も に 、 他 端 が 前 記 タ ン ク 内 で 開 口 し 、 前 記  
第 一 の 内 径 よ り も 小 さ い 第 二 の 内 径 を 有 し た 第 二 積 込 配 管 と 、
を 備 え 、
　 前 記 積 込 配 管 は 、
　 　 基 端 が 前 記 第 一 積 込 配 管 に 接 続 さ れ 、 先 端 が 前 記 タ ン ク 内 で 開 口 し 、 前 記 第 二 の 内 径  
よ り も 大 き い 第 三 の 内 径 を 有 し た 第 三 積 込 配 管 、 を 更 に 備 え る
浮 体 。
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【 請 求 項 ８ 】
　 浮 体 本 体 と 、
　 前 記 浮 体 本 体 に 配 置 さ れ 、 液 化 二 酸 化 炭 素 を 貯 留 可 能 な 複 数 の タ ン ク と 、
　 複 数 の 前 記 タ ン ク の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ て 、 前 記 タ ン ク 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 を 前 記 浮 体  
本 体 の 外 部 に 送 り 出 す 揚 荷 配 管 と 、
　 前 記 複 数 の タ ン ク を な す 第 一 の タ ン ク と 第 二 の タ ン ク と の 間 に 跨 が る よ う に 配 置 さ れ 、  
前 記 第 一 の タ ン ク 内 と 前 記 第 二 の タ ン ク 内 と を 連 通 さ せ る 移 送 配 管 と 、 を 備 え 、
　 前 記 移 送 配 管 は 、
　 　 前 記 第 一 の タ ン ク 側 に 配 置 さ れ 、 第 一 の 内 径 を 有 し た 第 一 移 送 配 管 と 、
　 　 一 端 が 前 記 第 一 移 送 配 管 に 接 続 さ れ る と と も に 、 他 端 が 前 記 第 二 の タ ン ク 内 で 開 口 し  
、 前 記 第 一 の 内 径 よ り も 小 さ い 第 二 の 内 径 を 有 し た 第 二 移 送 配 管 と 、
を 備 え 、
　 前 記 移 送 配 管 は 、
　 　 基 端 が 前 記 第 一 移 送 配 管 に 接 続 さ れ 、 先 端 が 前 記 第 二 の タ ン ク 内 で 開 口 し 、 前 記 第 二  
の 内 径 よ り も 大 き い 第 三 の 内 径 を 有 し た 第 三 移 送 配 管 、 を 更 に 備 え る
浮 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 浮 体 、 液 化 二 酸 化 炭 素 の 積 込 方 法 、 液 化 二 酸 化 炭 素 の 揚 荷 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 燃 料 タ ン ク は 、 液 化 ガ ス （ Ｌ Ｎ Ｇ : Ｌ ｉ ｑ ｕ ｅ ｆ ｉ ｅ ｄ   
Ｎ ａ ｔ ｕ ｒ ａ ｌ   Ｇ ａ ｓ ） を 燃 料 タ ン ク に 積 み 込 む た め の 積 込 配 管 （ パ イ プ ラ イ ン ） を 備  
え る 構 成 が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 表 ２ ０ １ ８ － ５ ２ ８ １ １ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 タ ン ク 内 に 液 化 二 酸 化 炭 素 を 収 容 す る 場 合 、 以 下 の よ う な 理 由 に よ り 、 液 化  
二 酸 化 炭 素 が 凝 固 し て ド ラ イ ア イ ス が 生 成 さ れ る 可 能 性 が あ る 。 す な わ ち 、 タ ン ク 内 で 開  
口 す る 積 込 配 管 や 揚 荷 配 管 の 配 管 下 端 に お け る 液 化 二 酸 化 炭 素 の 圧 力 は 、 タ ン ク 運 用 圧 に  
応 じ た も の と な る 。 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た よ う な 構 成 で は 、 積 込 配 管 や 揚 荷 配 管 に お い  
て 最 も 高 い 位 置 と な る 配 管 頂 部 は 、 タ ン ク 内 の 最 高 液 位 よ り も 上 方 に 位 置 す る 。 配 管 頂 部  
に お け る 液 化 二 酸 化 炭 素 の 圧 力 は 、 配 管 下 端 に お け る 液 化 二 酸 化 炭 素 の 圧 力 に 対 し 、 タ ン  
ク 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 の 液 面 と 配 管 頂 部 と の 高 低 差 に よ る ヘ ッ ド 圧 に 応 じ た 分 だ け 低 く な  
る 。 つ ま り 、 積 込 配 管 や 揚 荷 配 管 に お い て は 、 配 管 頂 部 に お け る 液 化 二 酸 化 炭 素 の 圧 力 が  
、 タ ン ク 内 に お け る 液 化 二 酸 化 炭 素 の 圧 力 よ り も 低 く な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 液 化 二 酸 化 炭 素 は 、 気 相 、 液 相 、 固 相 が 共 存 す る 三 重 点 の 圧 力 （ 三 重 点 圧 力 ） が 、 Ｌ Ｎ  
Ｇ や Ｌ Ｐ Ｇ の 三 重 点 圧 力 に 比 較 し て 高 く 、 運 用 時 に お け る タ ン ク 運 用 圧 と の 差 異 が 小 さ い  
。 そ の 結 果 、 タ ン ク 運 用 圧 （ タ ン ク の 設 計 圧 力 ） に よ っ て は 、 液 化 二 酸 化 炭 素 の 圧 力 が 最  
も 低 く な る 配 管 頂 部 に お い て 、 液 化 二 酸 化 炭 素 の 圧 力 が 三 重 点 圧 力 以 下 と な り 、 液 化 二 酸  
化 炭 素 の フ ラ ッ シ ュ 蒸 発 が 生 じ る こ と が あ る 。 す る と 、 液 化 二 酸 化 炭 素 の フ ラ ッ シ ュ 蒸 発  
の 蒸 発 潜 熱 に よ り 、 蒸 発 せ ず に 残 っ た 液 化 二 酸 化 炭 素 の 温 度 低 下 が 生 じ 、 配 管 頂 部 内 で 液  
化 二 酸 化 炭 素 が 凝 固 し て ド ラ イ ア イ ス が 生 成 さ れ る 。 積 込 配 管 や 揚 荷 配 管 内 で ド ラ イ ア イ  
ス が 生 成 さ れ る と 、 配 管 内 に お け る 液 化 二 酸 化 炭 素 の 流 れ が 阻 害 さ れ 、 液 化 二 酸 化 炭 素 の  
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積 込 ・ 揚 荷 作 業 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 配 管 内 の ド ラ イ ア イ ス 生  
成 を 抑 え 、 液 化 二 酸 化 炭 素 の 積 込 ・ 揚 荷 作 業 を 円 滑 に 行 う こ と が で き る 浮 体 、 液 化 二 酸 化  
炭 素 の 積 込 方 法 、 液 化 二 酸 化 炭 素 の 揚 荷 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 開 示 に 係 る 浮 体 は 、 浮 体 本 体 と 、 タ ン ク と 、 積 込 配 管 と  
、 を 備 え る 。 前 記 タ ン ク は 、 前 記 浮 体 本 体 に 配 置 さ れ て い る 。 前 記 タ ン ク は 、 液 化 二 酸 化  
炭 素 を 貯 留 可 能 で あ る 。 前 記 積 込 配 管 は 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る 液 化 二 酸 化 炭 素 を 前 記 タ ン  
ク 内 に 放 出 す る 。 前 記 積 込 配 管 は 、 第 一 積 込 配 管 と 、 第 二 積 込 配 管 と 、 を 備 え る 。 第 一 積  
込 配 管 は 、 前 記 タ ン ク の 外 部 に 配 置 さ れ て 前 記 タ ン ク の 上 方 で 水 平 方 向 に 延 び て い る 。 前  
記 第 一 積 込 配 管 は 、 第 一 の 内 径 を 有 し て い る 。 前 記 第 二 積 込 配 管 は 、 一 端 が 前 記 第 一 積 込  
配 管 に 接 続 さ れ て 前 記 タ ン ク の 外 部 か ら 内 部 に 延 び る と と も に 、 前 記 タ ン ク 内 で 上 下 方 向  
に 延 び 、 上 下 方 向 に お け る 下 側 端 で あ る 他 端 が 前 記 タ ン ク 内 で 開 口 し て い る 。 前 記 第 二 積  
込 配 管 は 、 前 記 第 一 の 内 径 よ り も 小 さ い 第 二 の 内 径 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 開 示 に 係 る 浮 体 は 、 浮 体 本 体 と 、 複 数 の タ ン ク と 、 揚 荷 配 管 と 、 移 送 配 管 と 、 を 備 え  
て い る 。 前 記 タ ン ク は 、 前 記 浮 体 本 体 に 配 置 さ れ て い る 。 前 記 タ ン ク は 、 液 化 二 酸 化 炭 素  
を 貯 留 可 能 で あ る 。 前 記 揚 荷 配 管 は 、 複 数 の 前 記 タ ン ク の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ て い る 。 前  
記 揚 荷 配 管 は 、 前 記 タ ン ク 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 を 前 記 浮 体 本 体 の 外 部 に 送 り 出 す 。 前 記 移  
送 配 管 は 、 第 一 の 前 記 タ ン ク と 第 二 の 前 記 タ ン ク と の 間 に 跨 が る よ う に 配 置 さ れ て い る 。  
前 記 移 送 配 管 は 、 前 記 第 一 の タ ン ク 内 と 前 記 第 二 の タ ン ク 内 と を 連 通 さ せ る 。 前 記 移 送 配  
管 は 、 第 一 移 送 配 管 と 、 第 二 移 送 配 管 と 、 を 備 え て い る 。 前 記 第 一 移 送 配 管 は 、 前 記 第 一  
の タ ン ク 側 に 配 置 さ れ て い る 。 前 記 移 送 配 管 は 、 第 一 の 内 径 を 有 し て い る 。 前 記 第 二 移 送  
配 管 は 、 一 端 が 前 記 第 一 移 送 配 管 に 接 続 さ れ る と と も に 、 他 端 が 前 記 第 二 の タ ン ク 内 で 開  
口 し て い る 。 前 記 第 二 移 送 配 管 は 、 前 記 第 一 の 内 径 よ り も 小 さ い 第 二 の 内 径 を 有 し て い る  
。 前 記 第 一 移 送 配 管 は 、 前 記 第 一 の タ ン ク と 前 記 第 二 の タ ン ク と の 双 方 の 外 部 に 配 置 さ れ  
て 、 前 記 第 一 の タ ン ク 及 び 前 記 第 二 の タ ン ク の 上 方 で 水 平 方 向 に 延 び る 中 間 部 を 備 え 、 前  
記 第 二 移 送 配 管 は 、 前 記 第 二 の タ ン ク の 外 部 か ら 内 部 に 延 び る と と も に 、 前 記 第 二 の タ ン  
ク 内 で 上 下 方 向 に 延 び て 、 前 記 第 二 移 送 配 管 の 下 側 端 が 前 記 他 端 と し て 前 記 第 二 の タ ン ク  
内 で 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 開 示 に 係 る 液 化 二 酸 化 炭 素 の 積 込 方 法 は 、 上 記 し た よ う な 浮 体 に お け る 、 液 化 二 酸 化  
炭 素 の 積 込 方 法 で あ る 。 液 化 二 酸 化 炭 素 の 積 込 方 法 は 、 前 記 第 一 積 込 配 管 か ら 前 記 第 二 積  
込 配 管 を 通 し て 前 記 タ ン ク 内 に 液 化 二 酸 化 炭 素 を 積 み 込 む 工 程 と 、 前 記 タ ン ク 内 の 液 化 二  
酸 化 炭 素 の 液 位 が 定 め ら れ た 液 位 に 到 達 し た ら 、 前 記 第 一 積 込 配 管 か ら 前 記 第 三 積 込 配 管  
を 通 し て 前 記 タ ン ク 内 に 液 化 二 酸 化 炭 素 を 積 み 込 む 工 程 と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 開 示 に 係 る 液 化 二 酸 化 炭 素 の 揚 荷 方 法 は 、 上 記 し た よ う な 浮 体 に お け る 、 液 化 二 酸 化  
炭 素 の 揚 荷 方 法 で あ る 。 液 化 二 酸 化 炭 素 の 揚 荷 方 法 は 、 前 記 第 一 の タ ン ク 内 を 加 圧 す る こ  
と で 、 前 記 第 一 の タ ン ク 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 を 、 前 記 第 一 移 送 配 管 か ら 前 記 第 二 移 送 配 管  
を 通 し て 前 記 第 二 の タ ン ク 内 に 移 送 す る 工 程 と 、 前 記 第 二 の タ ン ク 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 の  
液 位 が 定 め ら れ た 液 位 に 到 達 し た ら 、 前 記 第 一 の タ ン ク 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 を 、 前 記 第 一  
移 送 配 管 か ら 前 記 第 三 移 送 配 管 を 通 し て 前 記 第 二 の タ ン ク 内 に 移 送 す る 工 程 と 、 前 記 第 二  
の タ ン ク 内 の 前 記 液 化 二 酸 化 炭 素 を 、 前 記 揚 荷 配 管 に よ り 前 記 第 二 の タ ン ク の 外 部 に 送 り  
出 す 工 程 と 、 を 含 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 開 示 の 浮 体 、 液 化 二 酸 化 炭 素 の 積 込 方 法 、 液 化 二 酸 化 炭 素 の 揚 荷 方 法 に よ れ ば 、 配 管  



10

20

30

40

50

JP 7561574 B2 2024.10.4(5)

内 の ド ラ イ ア イ ス 生 成 を 抑 え 、 積 込 ・ 揚 荷 作 業 を 円 滑 に 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 本 開 示 の 各 実 施 形 態 に 係 る 浮 体 と し て の 船 舶 の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 開 示 の 第 一 実 施 形 態 に 係 る 船 舶 に 設 け ら れ た タ ン ク 、 積 込 配 管 、 揚 荷 配 管 を 示  
す 図 で あ り 、 図 １ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 開 示 の 第 二 実 施 形 態 に 係 る 船 舶 に 設 け ら れ た タ ン ク 、 積 込 配 管 、 揚 荷 配 管 を 示  
す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 開 示 の 第 二 実 施 形 態 に 係 る 液 化 二 酸 化 炭 素 の 積 込 方 法 の 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ  
ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 本 開 示 の 第 二 実 施 形 態 に 係 る 液 化 二 酸 化 炭 素 の 積 込 方 法 で 、 第 二 積 込 配 管 を 通 し  
て 液 化 二 酸 化 炭 素 を 積 み 込 ん で い る 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 開 示 の 第 二 実 施 形 態 に 係 る 液 化 二 酸 化 炭 素 の 積 込 方 法 で 、 第 三 積 込 配 管 を 通 し  
て 液 化 二 酸 化 炭 素 を 積 み 込 ん で い る 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 開 示 の 第 三 実 施 形 態 に 係 る 船 舶 に 設 け ら れ た タ ン ク 、 積 込 配 管 、 揚 荷 配 管 を 示  
す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 開 示 の 第 四 実 施 形 態 に 係 る 船 舶 に 設 け ら れ た タ ン ク 、 積 込 配 管 、 揚 荷 配 管 を 示  
す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 開 示 の 第 四 実 施 形 態 に 係 る 液 化 二 酸 化 炭 素 の 揚 荷 方 法 の 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ  
ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 開 示 の 第 四 実 施 形 態 に 係 る 液 化 二 酸 化 炭 素 の 揚 荷 方 法 で 、 第 二 積 込 配 管 を 通  
し て 液 化 二 酸 化 炭 素 を 移 送 し て い る 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 開 示 の 第 四 実 施 形 態 に 係 る 液 化 二 酸 化 炭 素 の 揚 荷 方 法 で 、 第 三 積 込 配 管 を 通  
し て 液 化 二 酸 化 炭 素 を 移 送 し て い る 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 浮 体 、 液 化 二 酸 化 炭 素 の 積 込 方 法 、 液 化 二 酸 化 炭 素 の 揚  
荷 方 法 に つ い て 、 図 １ ～ 図 １ １ を 参 照 し て 説 明 す る 。
＜ 第 一 実 施 形 態 ＞
（ 船 舶 の 構 成 ）
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 開 示 の 実 施 形 態 に お い て 、 浮 体 で あ る 船 舶 １ は 、 液 化 二 酸 化 炭 素  
を 運 搬 す る 。 こ の 船 舶 １ は 、 浮 体 本 体 と し て の 船 体 ２ と 、 タ ン ク 設 備 １ ０ Ａ と 、 を 少 な く  
と も 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ 船 体 の 構 成 ）
　 船 体 ２ は 、 そ の 外 殻 を な す 、 一 対 の 舷 側 ３ Ａ ， ３ Ｂ と 、 船 底 （ 図 示 無 し ） と 、 上 甲 板 ５  
と 、 を 有 し て い る 。 舷 側 ３ Ａ ， ３ Ｂ は 、 左 右 舷 側 を そ れ ぞ れ 形 成 す る 一 対 の 舷 側 外 板 を 有  
す る 。 船 底 （ 図 示 無 し ） は 、 こ れ ら 舷 側 ３ Ａ ， ３ Ｂ を 接 続 す る 船 底 外 板 を 有 す る 。 こ れ ら  
一 対 の 舷 側 ３ Ａ ， ３ Ｂ 及 び 船 底 （ 図 示 無 し ） に よ り 、 船 体 ２ の 外 殻 は 、 船 首 尾 方 向 Ｄ ａ に  
直 交 す る 断 面 に お い て 、 Ｕ 字 状 を 成 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 で 例 示 す る 上 甲 板 ５ は 、 外 部  
に 露 出 す る 全 通 甲 板 で あ る 。 船 体 ２ に は 、 船 尾 ２ ｂ 側 の 上 甲 板 ５ 上 に 、 居 住 区 を 有 す る 上  
部 構 造 ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 船 体 ２ 内 に は 、 上 部 構 造 ７ よ り も 船 首 ２ ａ 側 に 、 貨 物 搭 載 区 画 （ ホ ー ル ド ） ８ が 形 成 さ  
れ て い る 。 貨 物 搭 載 区 画 ８ は 、 上 甲 板 ５ に 対 し て 下 方 の 船 底 に 向 け て 凹 み 、 上 方 に 開 口 し  
て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ タ ン ク 設 備 の 構 成 ）
　 タ ン ク 設 備 １ ０ Ａ は 、 貨 物 搭 載 区 画 ８ 内 に 、 船 首 尾 方 向 Ｄ ａ に 沿 っ て 、 複 数 が 配 置 さ れ  
て い る 。 本 開 示 の 実 施 形 態 に お い て 、 タ ン ク 設 備 １ ０ Ａ は 、 船 首 尾 方 向 Ｄ ａ に 間 隔 を 空 け  
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て 二 個 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 タ ン ク 設 備 １ ０ Ａ は 、 タ ン ク １ １ と 、 積 込 配 管 ２ ０ Ａ と 、 揚 荷 配 管  
３ ０ と 、 を 少 な く と も 備 え て い る 。
　 こ の 実 施 形 態 に お い て 、 タ ン ク １ １ は 、 船 体 ２ に 配 置 さ れ て い る 。 タ ン ク １ １ は 、 例 え  
ば 、 水 平 方 向 に 延 び る 円 筒 状 を な す 。 タ ン ク １ １ は 、 そ の 内 部 に 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 収 容  
す る 。 タ ン ク 本 体 は 、 筒 状 部 １ ２ と 、 端 部 球 状 部 １ ３ と 、 を 備 え て い る 。 筒 状 部 １ ２ は 、  
水 平 方 向 を 長 手 方 向 Ｄ ｘ と し て 延 び て い る 。 こ の 実 施 形 態 に お い て 、 筒 状 部 １ ２ は 、 長 手  
方 向 Ｄ ｘ に 直 交 す る 断 面 形 状 が 円 形 の 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 端 部 球 状 部 １ ３ は 、 筒  
状 部 １ ２ の 長 手 方 向 Ｄ ｘ の 両 端 部 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。 各 端 部 球 状 部 １ ３ は 、 半 球  
状 で 、 筒 状 部 １ ２ の 長 手 方 向 Ｄ ｘ 両 端 の 開 口 を 閉 塞 し て い る 。 な お 、 タ ン ク １ １ は 、 円 筒  
状 に 限 ら れ る も の で は な く 、 タ ン ク １ １ は 球 形 、 方 形 等 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 積 込 配 管 ２ ０ Ａ は 、 陸 上 の 液 化 二 酸 化 炭 素 供 給 施 設 等 、 船 外 か ら 供 給 さ れ る 液 化 二 酸 化  
炭 素 Ｌ を タ ン ク １ １ 内 に 積 み 込 む 。 積 込 配 管 ２ ０ Ａ は 、 第 一 積 込 配 管 ２ １ と 、 第 二 積 込 配  
管 ２ ２ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 一 積 込 配 管 ２ １ は 、 船 外 の 液 化 二 酸 化 炭 素 供 給 施 設 等 か ら 液 化 二 酸 化 炭 素 が 供 給 さ れ  
る 供 給 管 （ 図 示 無 し ） が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る 。 第 一 積 込 配 管 ２ １ は 、 タ ン ク １ １ の 外 部  
に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 に お け る 第 一 積 込 配 管 ２ １ は 、 タ ン ク １ １ の 上 下 方 向 Ｄ  
ｖ の 上 方 で 、 水 平 方 向 に 延 び て い る 。 第 一 積 込 配 管 ２ １ は 、 第 一 の 内 径 Ｄ １ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 二 積 込 配 管 ２ ２ の 一 端 ２ ２ ａ （ 言 い 換 え れ ば 、 上 下 方 向 Ｄ ｖ に お け る 上 側 端 ） は 、 第  
一 積 込 配 管 ２ １ に 接 続 さ れ て い る 。 第 二 積 込 配 管 ２ ２ は 、 タ ン ク １ １ の 頂 部 を 貫 通 し て タ  
ン ク １ １ の 外 部 か ら 内 部 に 延 び て い る 。 第 二 積 込 配 管 ２ ２ は 、 タ ン ク １ １ 内 で 上 下 方 向 Ｄ  
ｖ に 延 び て い る 。 第 二 積 込 配 管 ２ ２ の 他 端 ２ ２ ｂ （ 言 い 換 え れ ば 、 上 下 方 向 Ｄ ｖ に お け る  
下 側 端 ） は 、 タ ン ク １ １ 内 の 下 部 で 下 方 を 向 い て 開 口 し て い る 。 第 二 積 込 配 管 ２ ２ は 、 第  
一 の 内 径 Ｄ １ よ り も 小 さ い 第 二 の 内 径 Ｄ ２ を 有 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 に お い て 、 第 二 積  
込 配 管 ２ ２ は 、 そ の 全 長 に わ た っ て 第 二 の 内 径 Ｄ ２ を 有 し て い る 。 第 二 積 込 配 管 ２ ２ は 、  
他 端 ２ ２ ｂ 側 の 一 定 長 の み を 、 第 二 の 内 径 Ｄ ２ で 形 成 し 、 一 端 ２ ２ ａ 側 は 、 第 一 積 込 配 管  
２ １ と 同 じ 第 一 の 内 径 Ｄ １ で 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 揚 荷 配 管 ３ ０ は 、 タ ン ク １ １ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 、 陸 上 の 液 化 二 酸 化 炭 素 供 給 施 設  
等 、 船 外 に 送 出 す る 。 揚 荷 配 管 ３ ０ は 、 タ ン ク １ １ の 外 部 か ら タ ン ク １ １ の 頂 部 を 貫 通 し  
、 タ ン ク １ １ の 内 部 に 延 び て い る 。 揚 荷 配 管 ３ ０ の 先 端 部 は 、 タ ン ク １ １ 内 の 下 部 に 配 置  
さ れ て い る 。 揚 荷 配 管 ３ ０ の 先 端 部 に は 、 ポ ン プ ３ １ が 設 け ら れ て い る 。 ポ ン プ ３ １ は 、  
タ ン ク １ １ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 吸 い 込 む 。 揚 荷 配 管 ３ ０ は 、 ポ ン プ ３ １ で 吸 い 込 ん だ  
液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 、 タ ン ク １ １ 外 （ 船 外 ） に 送 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ 作 用 効 果 ）
　 上 述 し た よ う な 船 舶 １ で は 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ が 、 第 一 積 込 配 管 ２ １ か ら 第 二 積 込 配 管  
２ ２ を 通 し て タ ン ク １ １ 内 に 積 み 込 ま れ る 。 第 二 積 込 配 管 ２ ２ の 第 二 の 内 径 Ｄ ２ は 、 第 一  
積 込 配 管 ２ １ の 第 一 の 内 径 Ｄ １ よ り も 小 さ い 。 そ の た め 、 第 二 積 込 配 管 ２ ２ で は 、 第 一 積  
込 配 管 ２ １ よ り も 、 圧 力 損 失 Δ Ｐ が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 積 込 配 管 ２ ０ Ａ の 配 管 頂 部 に お け る 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 圧 力 Ｐ Ｌ は 、 下 式 （ １  
） で 表 さ れ る 。
　 　 Ｐ Ｌ ＝ Ｐ Ｔ － ρ ｇ （ ｈ ２ － ｈ １ ） ／ １ ０ ０ ０ ＋ Δ Ｐ   ・ ・ ・ （ １ ）
　 た だ し 、
　 　 Ｐ Ｌ ： 積 込 配 管 ２ ０ Ａ の 配 管 頂 部 に お け る 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 圧 力 （ ｋ Ｐ ａ Ｇ ）
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　 　 Ｐ Ｔ ： タ ン ク １ １ の 上 部 に お け る 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 圧 力 （ ｋ Ｐ ａ Ｇ ）
　 　 ρ ： 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 液 密 度 （ ｋ ｇ ／ ｍ ３ ）
　 　 ｇ ： 重 力 加 速 度 （ ｍ ／ ｓ ２ ）
　 　 ｈ ２ ： タ ン ク １ １ の 最 下 部 か ら 積 込 配 管 ２ ０ Ａ の 配 管 頂 部 ま で の 高 さ （ ｍ ）
　 　 ｈ １ ： タ ン ク １ １ の 最 下 部 か ら 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 液 面 ま で の 高 さ （ ｍ ）
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 式 （ １ ） に よ り 、 積 込 配 管 ２ ０ Ａ の 配 管 頂 部 に お け る 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 圧 力 （ Ｐ Ｌ
） は 、 圧 力 損 失 Δ Ｐ の 分 だ け 高 め ら れ る 。 積 込 配 管 ２ ０ Ａ の 配 管 頂 部 に お け る 液 化 二 酸 化  
炭 素 Ｌ の 圧 力 が 高 め ら れ る こ と で 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 圧 力 が 三 重 点 圧 力 に 近 づ く こ と が  
抑 え ら れ る 。 こ れ に よ り 、 積 込 配 管 ２ ０ Ａ 内 で 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ が 凝 固 し て ド ラ イ ア イ ス  
が 生 成 さ れ る こ と が 抑 え ら れ る 。 そ の 結 果 、 タ ン ク １ １ 内 に 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 収 容 す る  
場 合 に お い て 、 積 込 配 管 ２ ０ Ａ 内 の ド ラ イ ア イ ス 生 成 を 抑 え 、 積 込 作 業 を 円 滑 に 行 う こ と  
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
＜ 第 二 実 施 形 態 ＞
　 次 に 、 本 開 示 に 係 る 浮 体 、 液 化 二 酸 化 炭 素 の 積 込 方 法 の 第 二 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る  
。 以 下 に 説 明 す る 第 二 実 施 形 態 に お い て は 、 第 一 実 施 形 態 と 第 三 積 込 配 管 ２ ３ を 備 え る 構  
成 の み が 異 な る の で 、 第 一 実 施 形 態 と 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る と と も に 、 重  
複 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 タ ン ク 設 備 １ ０ Ｂ は 、 タ ン ク １ １ と 、 積 込 配 管 ２ ０ Ｂ と 、 揚 荷 配 管  
３ ０ と 、 を 少 な く と も 備 え て い る 。
　 積 込 配 管 ２ ０ Ｂ は 、 陸 上 の 液 化 二 酸 化 炭 素 供 給 施 設 等 、 船 外 か ら 供 給 さ れ る 液 化 二 酸 化  
炭 素 Ｌ を タ ン ク １ １ 内 に 積 み 込 む 。 積 込 配 管 ２ ０ Ｂ は 、 第 一 積 込 配 管 ２ １ と 、 第 二 積 込 配  
管 ２ ２ と 、 第 三 積 込 配 管 ２ ３ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 一 積 込 配 管 ２ １ は 、 船 外 の 液 化 二 酸 化 炭 素 供 給 施 設 等 か ら 液 化 二 酸 化 炭 素 が 供 給 さ れ  
る 供 給 管 （ 図 示 無 し ） が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る 。 第 一 積 込 配 管 ２ １ は 、 タ ン ク １ １ の 外 部  
に 配 置 さ れ て い る 。 第 一 実 施 形 態 の 同 様 に 、 第 一 積 込 配 管 ２ １ は 、 タ ン ク １ １ の 上 下 方 向  
Ｄ ｖ の 上 方 で 、 水 平 方 向 に 延 び て い る 。 第 一 積 込 配 管 ２ １ は 、 第 一 の 内 径 Ｄ １ を 有 し て い  
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 二 積 込 配 管 ２ ２ の 一 端 ２ ２ ａ （ 言 い 換 え れ ば 、 上 下 方 向 Ｄ ｖ に お け る 上 側 端 ） は 、 第  
一 積 込 配 管 ２ １ に 接 続 さ れ て い る 。 第 二 積 込 配 管 ２ ２ は 、 タ ン ク １ １ の 頂 部 を 貫 通 し て タ  
ン ク １ １ の 外 部 か ら 内 部 に 延 び て い る 。 第 二 積 込 配 管 ２ ２ は 、 タ ン ク １ １ 内 で 上 下 方 向 Ｄ  
ｖ に 延 び て い る 。 第 二 積 込 配 管 ２ ２ の 他 端 ２ ２ ｂ （ 言 い 換 え れ ば 、 上 下 方 向 Ｄ ｖ に お け る  
上 側 端 ） は 、 タ ン ク １ １ 内 の 下 部 で 下 方 を 向 い て 開 口 し て い る 。 第 二 積 込 配 管 ２ ２ は 、 第  
一 の 内 径 Ｄ １ よ り も 小 さ い 第 二 の 内 径 Ｄ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 三 積 込 配 管 ２ ３ の 基 端 ２ ３ ａ （ 言 い 換 え れ ば 、 上 下 方 向 Ｄ ｖ に お け る 上 側 端 ） は 、 第  
一 積 込 配 管 ２ １ に 接 続 さ れ て い る 。 第 三 積 込 配 管 ２ ３ は 、 タ ン ク １ １ の 頂 部 を 貫 通 し て タ  
ン ク １ １ の 外 部 か ら 内 部 に 延 び て い る 。 第 三 積 込 配 管 ２ ３ は 、 タ ン ク １ １ 内 で 上 下 方 向 Ｄ  
ｖ に 延 び て い る 。 第 三 積 込 配 管 ２ ３ の 先 端 ２ ３ ｂ （ 言 い 換 え れ ば 、 上 下 方 向 Ｄ ｖ に お け る  
下 側 端 ） は 、 タ ン ク １ １ 内 の 下 部 で 下 方 を 向 い て 開 口 し て い る 。 第 三 積 込 配 管 ２ ３ は 、 第  
二 の 内 径 Ｄ ２ よ り も 大 き い 第 三 の 内 径 Ｄ ３ を 有 し て い る 。 な お 、 第 三 の 内 径 Ｄ ３ は 、 第 一  
積 込 配 管 ２ １ の 第 一 の 内 径 Ｄ １ と 同 一 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 二 積 込 配 管 ２ ２ に は 、 開 閉 弁 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 開 閉 弁 ２ ４ は 、 第 二 積 込 配  
管 ２ ２ を 開 閉 す る 。 同 様 に 、 第 三 積 込 配 管 ２ ３ に は 、 開 閉 弁 ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。 開 閉  
弁 ２ ５ は 、 第 三 積 込 配 管 ２ ３ を 開 閉 す る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
（ 液 化 二 酸 化 炭 素 の 積 込 方 法 の 手 順 ）
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 液 化 二 酸 化 炭 素 の 積 込 方 法 Ｓ １ は 、 第 二 積  
込 配 管 ２ ２ を 通 し て 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 積 み 込 む 工 程 Ｓ ２ と 、 第 三 積 込 配 管 ２ ３ を 通 し て  
液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 積 み 込 む 工 程 Ｓ ３ と 、 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 二 積 込 配 管 ２ ２ を 通 し て 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 積 み 込 む 工 程 Ｓ ２ で  
は 、 開 閉 弁 ２ ４ を 開 状 態 、 開 閉 弁 ２ ５ を 閉 状 態 と す る 。 こ れ に よ り 、 第 一 積 込 配 管 ２ １ と  
第 二 積 込 配 管 ２ ２ と が 連 通 さ れ た 状 態 に な る 。 こ の 状 態 で 、 船 外 か ら 供 給 さ れ る 液 化 二 酸  
化 炭 素 Ｌ は 、 第 一 積 込 配 管 ２ １ か ら 第 二 積 込 配 管 ２ ２ を 通 し て タ ン ク １ １ 内 に 送 り 込 ま れ  
る 。 こ の と き 、 第 二 積 込 配 管 ２ ２ の 第 二 の 内 径 Ｄ ２ は 、 第 一 積 込 配 管 ２ １ の 第 一 の 内 径 Ｄ  
１ よ り も 小 さ い 。 そ の た め 、 第 二 積 込 配 管 ２ ２ に お け る 圧 力 損 失 Δ Ｐ が 大 き く な り 、 積 込  
配 管 ２ ０ Ａ 内 で ド ラ イ ア イ ス が 生 成 さ れ る こ と を 抑 え つ つ 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 積 込 が 行  
わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 そ の 後 、 タ ン ク １ １ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 液 位 が 、 予 め 定 め た 規  
定 液 位 に 到 達 し た ら 、 第 三 積 込 配 管 ２ ３ を 通 し て 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 積 み 込 む 工 程 Ｓ ３ に  
移 行 す る 。 こ れ に は 、 開 閉 弁 ２ ４ を 閉 状 態 、 開 閉 弁 ２ ５ を 開 状 態 に す る 。 こ れ に よ り 、 第  
一 積 込 配 管 ２ １ と 第 三 積 込 配 管 ２ ３ と が 連 通 さ れ た 状 態 に な る 。 上 記 の よ う に タ ン ク １ １  
内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 液 位 が 上 が り 、 規 定 液 位 に 達 す る と 、 タ ン ク １ １ 内 の 液 化 二 酸 化  
炭 素 Ｌ と 積 込 配 管 ２ ０ Ｂ の 配 管 頂 部 と の 差 圧 が 小 さ く な る 。 こ れ に よ り 、 積 込 配 管 ２ ０ Ｂ  
の 配 管 頂 部 で 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ が 凝 固 し に く い 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う な 状 態 で 実 施 さ れ る 工 程 Ｓ ３ で は 、 船 外 か ら 供 給 さ れ る 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 、  
第 一 積 込 配 管 ２ １ か ら 第 三 積 込 配 管 ２ ３ を 通 し て タ ン ク １ １ 内 に 送 り 込 む こ と が で き る 。  
第 三 積 込 配 管 ２ ３ の 第 三 の 内 径 Ｄ ３ は 、 第 二 積 込 配 管 ２ ２ の 第 二 の 内 径 Ｄ ２ よ り も 大 き い  
。 そ の た め 、 工 程 Ｓ ２ に 比 較 し 、 第 三 積 込 配 管 ２ ３ を 通 し て タ ン ク １ １ 内 に 供 給 す る 液 化  
二 酸 化 炭 素 Ｌ の 流 量 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ 作 用 効 果 ）
　 上 述 し た 第 二 実 施 形 態 の 船 舶 １ 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 積 込 方 法 Ｓ １ で は 、 タ ン ク １ １ 内  
の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 液 位 が 低 い と き に は 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 、 第 一 積 込 配 管 ２ １ か ら  
第 二 積 込 配 管 ２ ２ を 通 し て タ ン ク １ １ 内 に 積 み 込 む よ う に し て い る 。 そ し て 、 第 二 積 込 配  
管 ２ ２ の 第 二 の 内 径 Ｄ ２ は 、 第 一 積 込 配 管 ２ １ の 第 一 の 内 径 Ｄ １ よ り も 小 さ い た め 、 第 二  
積 込 配 管 ２ ２ で 生 じ る 圧 力 損 失 Δ Ｐ に よ り 、 積 込 配 管 ２ ０ Ｂ の 配 管 頂 部 に お け る 液 化 二 酸  
化 炭 素 Ｌ の 圧 力 が 高 め ら れ る 。 こ れ に よ り 、 積 込 配 管 ２ ０ Ｂ 内 で 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ が 凝 固  
し て ド ラ イ ア イ ス が 生 成 さ れ る こ と を 抑 え ら れ る 。 そ の 結 果 、 タ ン ク １ １ 内 に 液 化 二 酸 化  
炭 素 Ｌ を 収 容 す る 場 合 に お い て 、 積 込 配 管 ２ ０ Ｂ 内 の ド ラ イ ア イ ス 生 成 を 抑 え 、 積 込 作 業  
を 円 滑 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
　 ま た 、 タ ン ク １ １ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 液 位 が 上 が り 、 規 定 液 位 に 達 し た 後 は 、 第 三  
積 込 配 管 ２ ３ を 通 し て 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を タ ン ク １ １ に 積 み 込 む 。 こ れ に よ り 、 液 化 二 酸  
化 炭 素 Ｌ の 積 込 を 短 時 間 で 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
＜ 第 三 実 施 形 態 ＞
　 次 に 、 本 開 示 に 係 る 浮 体 、 液 化 二 酸 化 炭 素 の 積 込 方 法 の 第 三 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る  
。 以 下 に 説 明 す る 第 三 実 施 形 態 に お い て は 、 上 述 し た 第 一 、 第 二 実 施 形 態 と 同 一 部 分 に 同  
一 符 号 を 付 し て 説 明 す る と と も に 、 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 タ ン ク 設 備 １ ０ Ｃ は 、 複 数 の タ ン ク １ １ と 、 積 込 配 管 ２ ０ Ｃ と 、 揚  
荷 配 管 ３ ０ と 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ と 、 を 少 な く と も 備 え て い る 。
　 積 込 配 管 ２ ０ Ｃ は 、 陸 上 の 液 化 二 酸 化 炭 素 供 給 施 設 等 、 船 外 か ら 供 給 さ れ る 液 化 二 酸 化  
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炭 素 Ｌ を タ ン ク １ １ 内 に 積 み 込 む 。 こ の 第 三 実 施 形 態 の 積 込 配 管 ２ ０ Ｃ は 、 複 数 の タ ン ク  
１ １ の そ れ ぞ れ に 一 つ ず つ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 揚 荷 配 管 ３ ０ は 、 各 タ ン ク １ １ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 、 陸 上 の 液 化 二 酸 化 炭 素 供 給 施  
設 等 、 船 外 に 送 出 す る 。 揚 荷 配 管 ３ ０ は 、 タ ン ク １ １ の 外 部 か ら タ ン ク １ １ の 頂 部 を 貫 通  
し 、 タ ン ク １ １ の 内 部 に 延 び て い る 。 揚 荷 配 管 ３ ０ の 先 端 部 は 、 タ ン ク １ １ 内 の 下 部 に 配  
置 さ れ て い る 。 揚 荷 配 管 ３ ０ の 先 端 部 に は 、 ポ ン プ ３ １ が 備 え ら れ て い る 。 ポ ン プ ３ １ は  
、 タ ン ク １ １ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 吸 い 込 む 。 揚 荷 配 管 ３ ０ は 、 ポ ン プ ３ １ で 吸 い 込 ん  
だ 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 、 タ ン ク １ １ 外 （ 船 外 ） に 送 出 す る 。 こ の 第 三 実 施 形 態 の 揚 荷 配 管  
３ ０ も 、 積 込 配 管 ２ ０ Ｃ と 同 様 に 、 複 数 の タ ン ク １ １ の そ れ ぞ れ に 一 つ ず つ 設 け ら れ て い  
る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に お い て は 、 複 数 の タ ン ク １ １ と し て 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ と 第 二 の  
タ ン ク １ １ Ｑ と の 二 つ を 備 え る 場 合 を 一 例 に し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ は 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ と 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ と の 間 に 跨 が る よ う に 配  
置 さ れ て い る 。 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ は 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 内 と 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 と を 連  
通 さ せ て い る 。 こ の 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ に よ り 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ か ら 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ  
に 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 移 送 す る こ と が 可 能 に な っ て い る 。 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ は 、 第 一 移 送 配  
管 ４ １ と 、 第 二 移 送 配 管 ４ ２ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 一 移 送 配 管 ４ １ は 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 側 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 第 一 移 送 配 管 ４ １  
の 第 一 端 ４ １ ａ は 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 内 に 挿 入 さ れ 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 内 の 下 部 で 下  
方 を 向 い て 開 口 し て い る 。 第 一 移 送 配 管 ４ １ は 、 第 一 端 ４ １ ａ か ら 上 方 に 向 か っ て 延 び て  
、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ の 外 部 に 至 っ て い る 。 第 一 移 送 配 管 ４ １ の う ち 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ  
と 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ と の 双 方 の 外 部 に 配 置 さ れ て い る 中 間 部 ４ １ ｂ は 、 第 一 の タ ン ク １  
１ Ｐ 及 び 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ の 上 方 で 水 平 方 向 に 延 び て い る 。 上 記 第 一 移 送 配 管 ４ １ は 、  
第 一 の 内 径 Ｄ １ １ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 二 移 送 配 管 ４ ２ の 一 端 ４ ２ ａ は 、 第 一 移 送 配 管 ４ １ に 接 続 さ れ て い る 。 第 二 移 送 配 管  
４ ２ は 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ の 頂 部 を 貫 通 し て 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ の 外 部 か ら 内 部 に 延 び  
て い る 。 第 二 移 送 配 管 ４ ２ は 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 で 上 下 方 向 Ｄ ｖ に 延 び て い る 。 第 二  
移 送 配 管 ４ ２ の 他 端 ４ ２ ｂ は 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 の 下 部 で 下 方 を 向 い て 開 口 し て い る  
。 第 二 移 送 配 管 ４ ２ は 、 第 一 の 内 径 Ｄ １ １ よ り も 小 さ い 第 二 の 内 径 Ｄ １ ２ を 有 し て い る 。  
こ の 第 三 実 施 形 態 に お い て 、 第 二 移 送 配 管 ４ ２ は 、 そ の 全 長 に わ た っ て 第 二 の 内 径 Ｄ １ ２  
を 有 し て い る 。 第 二 移 送 配 管 ４ ２ は 、 他 端 ４ ２ ｂ 側 の 一 定 長 の み を 、 第 二 の 内 径 Ｄ １ ２ で  
形 成 し 、 一 端 ４ ２ ａ 側 は 、 第 一 移 送 配 管 ４ １ と 同 じ 第 一 の 内 径 Ｄ １ １ で 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ に は 、 開 閉 弁 ４ ５ が 設 け ら れ て い る 。 開 閉 弁 ４ ５ は 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ を  
開 閉 す る 。 開 閉 弁 ４ ５ は 、 通 常 時 は 閉 状 態 と さ れ て い る 。
　 各 タ ン ク １ １ （ 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ ） に お い て 、 タ ン ク １ １ 内 の  
液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 揚 荷 す る 場 合 は 、 各 タ ン ク １ １ 内 で 、 揚 荷 配 管 ３ ０ に 設 け ら れ た ポ ン  
プ ３ １ を 作 動 さ せ る 。 す る と 、 ポ ン プ ３ １ に よ っ て 、 タ ン ク １ １ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ が  
吸 い 込 ま れ 、 揚 荷 配 管 ３ ０ を 通 し て 船 外 に 送 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ の ポ ン プ ３ １ が 、 故 障 等 に よ っ て 所 要 の 機 能 を 発 揮 で き な い 状 態 と  
な っ た 場 合 、 開 閉 弁 ４ ５ を 開 状 態 と す る 。 す る と 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ を 通 し て 、 第 一 の タ ン  
ク １ １ Ｐ 内 と 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 と が 連 通 す る 。 こ の 状 態 で 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 以 外  
の 他 の タ ン ク （ 例 え ば 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ ） 内 の 加 圧 用 ガ ス Ｇ ｐ （ 例 え ば ボ イ ル オ フ ガ  
ス ） を 、 不 図 示 の 加 圧 用 ガ ス 管 を 通 し て 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ に 挿 入 す る 。 す る と 、 第 一 の  
タ ン ク １ １ Ｐ 内 の 気 相 の 圧 力 が 高 ま り 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ が 加 圧  
さ れ る 。 こ れ に よ り 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 内 の 気 相 の 圧 力 と 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 の 気 相  
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の 圧 力 と の 圧 力 差 に よ り 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ が 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ  
（ 第 一 移 送 配 管 ４ １ 、 第 二 移 送 配 管 ４ ２ ） を 通 し て 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 に 送 り 込 ま れ  
る 。 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ か ら 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 に 移 送 さ れ た 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ は 、 第  
二 の タ ン ク １ １ Ｑ の 揚 荷 配 管 ３ ０ に 設 け ら れ た ポ ン プ ３ １ に よ り 、 揚 荷 配 管 ３ ０ を 通 し て  
船 外 に 送 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ 作 用 効 果 ）
　 上 述 し た よ う な 船 舶 １ で は 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ が 、 第 一 移 送 配 管 ４ １ か ら 第 二 移 送 配 管  
４ ２ を 通 し て 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ か ら 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ に 移 送 さ れ る 。 第 二 の タ ン ク １  
１ Ｑ に 移 送 さ れ た 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ は 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ の 揚 荷 配 管 ３ ０ を 通 し て 外 部  
に 送 り 出 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ の 揚 荷 配 管 ３ ０ で 揚 荷 作 業 が 行 え  
な い 場 合 で あ っ て も 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ  
を 介 し て 外 部 に 揚 荷 す る こ と が で き る 。
　 そ し て 、 第 二 移 送 配 管 ４ ２ の 第 二 の 内 径 Ｄ １ ２ が 、 第 一 移 送 配 管 ４ １ の 第 一 の 内 径 Ｄ １  
１ よ り も 小 さ い た め 、 第 二 移 送 配 管 ４ ２ で は 、 第 一 移 送 配 管 ４ １ よ り も 、 圧 力 損 失 Δ Ｐ が  
大 き く な り 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ を 流 通 す る 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 圧 力 を 圧 力 損 失 Δ Ｐ の 分 だ け  
高 め る こ と が で き る 。 そ の た め 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ の 配 管 頂 部 に お け る 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の  
圧 力 が 高 め ら れ 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 圧 力 が 三 重 点 圧 力 に 近 づ く こ と を 抑 え る こ と が で き  
る 。 こ れ に よ り 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ 内 で 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ が 凝 固 し て ド ラ イ ア イ ス が 生 成 さ  
れ る こ と が 抑 え ら れ る 。 そ の 結 果 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ に よ り 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ か ら 第 二 の  
タ ン ク １ １ Ｑ に 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 移 送 す る 場 合 に お い て も 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ 内 の ド ラ イ  
ア イ ス 生 成 を 抑 え 、 移 送 作 業 及 び 揚 荷 作 業 を 円 滑 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
＜ 第 四 実 施 形 態 ＞
　 次 に 、 本 開 示 に 係 る 浮 体 、 液 化 二 酸 化 炭 素 の 揚 荷 方 法 の 第 四 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す  
る 。 以 下 に 説 明 す る 第 四 の 実 施 形 態 に お い て は 、 第 三 実 施 形 態 に 対 し 、 第 三 移 送 配 管 ４ ３  
を 備 え る 構 成 の み が 異 な る の で 、 第 三 実 施 形 態 と 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る と  
と も に 、 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 タ ン ク 設 備 １ ０ Ｄ は 、 複 数 の タ ン ク １ １ と 、 複 数 の 積 込 配 管 ２ ０ Ｃ  
と 、 複 数 の 揚 荷 配 管 ３ ０ と 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｄ と 、 を 少 な く と も 備 え て い る 。 な お 、 こ の 第  
四 実 施 形 態 に お い て も 、 タ ン ク １ １ が 二 つ （ 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 及 び 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ  
） の 場 合 を 一 例 に し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 移 送 配 管 ４ ０ Ｄ は 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ と 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ と の 間 に 跨 が る よ う に 配  
置 さ れ て い る 。 移 送 配 管 ４ ０ Ｄ は 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ か ら 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ に 液 化 二  
酸 化 炭 素 Ｌ を 移 送 す る 。 移 送 配 管 ４ ０ Ｄ は 、 第 一 移 送 配 管 ４ １ と 、 第 二 移 送 配 管 ４ ２ と 、  
第 三 移 送 配 管 ４ ３ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 一 移 送 配 管 ４ １ は 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 側 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 第 一 移 送 配 管 ４ １  
の 第 一 端 ４ １ ａ は 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 内 に 挿 入 さ れ 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 内 の 下 部 で 下  
方 を 向 い て 開 口 し て い る 。 第 一 移 送 配 管 ４ １ の う ち 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ と 第 二 の タ ン ク  
１ １ Ｑ と の 双 方 の 外 部 に 配 置 さ れ て い る 中 間 部 ４ １ ｂ は 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 及 び 第 二 の  
タ ン ク １ １ Ｑ の 上 方 で 水 平 方 向 に 延 び て い る 。 上 記 第 一 移 送 配 管 ４ １ は 、 第 一 の 内 径 Ｄ １  
１ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 二 移 送 配 管 ４ ２ の 一 端 ４ ２ ａ （ 言 い 換 え れ ば 、 上 下 方 向 Ｄ ｖ に お け る 上 側 端 ） は 、 第  
一 移 送 配 管 ４ １ に 接 続 さ れ て い る 。 第 二 移 送 配 管 ４ ２ は 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ の 頂 部 を 貫  
通 し て 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ の 外 部 か ら 内 部 に 延 び て い る 。 第 二 移 送 配 管 ４ ２ は 、 第 二 の タ  
ン ク １ １ Ｑ 内 で 上 下 方 向 Ｄ ｖ に 延 び て い る 。 第 二 移 送 配 管 ４ ２ の 他 端 ４ ２ ｂ は 、 第 二 の タ  
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ン ク １ １ Ｑ 内 の 下 部 で 下 方 を 向 い て 開 口 し て い る 。 第 二 移 送 配 管 ４ ２ は 、 第 一 の 内 径 Ｄ １  
１ よ り も 小 さ い 第 二 の 内 径 Ｄ １ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 三 移 送 配 管 ４ ３ の 基 端 ４ ３ ａ （ 言 い 換 え れ ば 、 上 下 方 向 Ｄ ｖ に お け る 上 側 端 ） は 、 第  
一 移 送 配 管 ４ １ に 接 続 さ れ て い る 。 第 三 移 送 配 管 ４ ３ は 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ の 頂 部 を 貫  
通 し て 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ の 外 部 か ら 内 部 に 延 び て い る 。 第 三 移 送 配 管 ４ ３ は 、 第 二 の タ  
ン ク １ １ Ｑ 内 で 上 下 方 向 Ｄ ｖ に 延 び て い る 。 第 三 移 送 配 管 ４ ３ の 先 端 ４ ３ ｂ （ 言 い 換 え れ  
ば 、 上 下 方 向 Ｄ ｖ に お け る 下 側 端 ） は 、 タ ン ク １ １ 内 の 下 部 で 下 方 を 向 い て 開 口 し て い る  
。 第 三 移 送 配 管 ４ ３ は 、 第 二 の 内 径 Ｄ ２ よ り も 大 き い 第 三 の 内 径 Ｄ １ ３ を 有 し て い る 。 な  
お 、 第 三 の 内 径 Ｄ １ ３ は 、 第 一 移 送 配 管 ４ １ の 第 一 の 内 径 Ｄ １ １ と 同 一 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 二 移 送 配 管 ４ ２ に は 、 開 閉 弁 ４ ６ が 設 け ら れ て い る 。 開 閉 弁 ４ ６ は 、 第 二 移 送 配 管 ４  
２ を 開 閉 す る 。 第 三 移 送 配 管 ４ ３ に は 、 開 閉 弁 ４ ７ が 設 け ら れ て い る 。 開 閉 弁 ４ ７ は 、 第  
三 移 送 配 管 ４ ３ を 開 閉 す る 。 開 閉 弁 ４ ６ 、 ４ ７ は 、 通 常 時 は 閉 状 態 と さ れ て い る 。
　 各 タ ン ク （ 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ ） に お い て 、 タ ン ク １ １ 内 の 液 化  
二 酸 化 炭 素 Ｌ を 揚 荷 す る 場 合 は 、 各 タ ン ク １ １ 内 で 、 揚 荷 配 管 ３ ０ に 設 け ら れ た ポ ン プ ３  
１ を 作 動 さ せ る 。 す る と 、 ポ ン プ ３ １ に よ っ て 、 タ ン ク １ １ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ が 吸 い  
込 ま れ 、 揚 荷 配 管 ３ ０ を 通 し て 船 外 に 送 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
（ 液 化 二 酸 化 炭 素 の 揚 荷 方 法 の 手 順 ）
　 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ の ポ ン プ ３ １ が 、 故 障 等 に よ っ て 所 要 の 機 能 を 発 揮 で き な い 状 態 と  
な っ た 場 合 、 以 下 の 液 化 二 酸 化 炭 素 の 揚 荷 方 法 Ｓ １ １ を 実 行 す る 。
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 液 化 二 酸 化 炭 素 の 揚 荷 方 法 Ｓ １ １ は 、 第 二  
移 送 配 管 ４ ２ を 通 し て 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 移 送 す る 工 程 Ｓ １ ２ と 、 第 三 移 送 配 管 ４ ３ を 通  
し て 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 移 送 す る 工 程 Ｓ １ ３ と 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 外 部 に 送 り 出 す 工 程  
Ｓ １ ４ と 、 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 第 二 移 送 配 管 ４ ２ を 通 し て 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 移 送 す る 工 程 Ｓ １  
２ で は 、 開 閉 弁 ４ ６ を 開 状 態 、 開 閉 弁 ４ ７ を 閉 状 態 と す る 。 こ れ に よ り 、 第 一 移 送 配 管 ４  
１ と 第 二 移 送 配 管 ４ ２ と が 連 通 さ れ た 状 態 に な る 。 こ の 状 態 で 、 加 圧 用 ガ ス Ｇ ｐ と し て 、  
第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 以 外 の 他 の タ ン ク （ 例 え ば 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ ） 内 の ボ イ ル オ フ ガ  
ス を 、 不 図 示 の 加 圧 用 ガ ス 管 を 通 し て 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ に 導 入 す る 。 す る と 、 第 一 の タ  
ン ク １ １ Ｐ 内 の 気 相 の 圧 力 が 高 ま り 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 内 の 気 相 の 圧 力 と 、 第 二 の タ ン  
ク １ １ Ｑ 内 の 気 相 の 圧 力 と の 圧 力 差 が 生 じ る 。 こ れ に よ り 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 内 の 液 化  
二 酸 化 炭 素 Ｌ が 、 第 一 移 送 配 管 ４ １ 、 第 二 移 送 配 管 ４ ２ を 通 し て 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内  
に 送 り 込 ま れ る 。 こ の と き 、 第 二 移 送 配 管 ４ ２ の 第 二 の 内 径 Ｄ ２ は 、 第 一 移 送 配 管 ４ １ の  
第 一 の 内 径 Ｄ １ よ り も 小 さ い 。 そ の た め 、 第 二 移 送 配 管 ４ ２ に お け る 圧 力 損 失 Δ Ｐ が 大 き  
く な り 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｄ 内 で ド ラ イ ア イ ス が 生 成 さ れ る こ と を 抑 え つ つ 、 液 化 二 酸 化 炭 素  
Ｌ の 積 込 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 液 位 が 、 予 め 定 め た  
規 定 液 位 に 到 達 し た ら 、 第 三 移 送 配 管 ４ ３ を 通 し て 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 移 送 す る 工 程 Ｓ １  
３ に 移 行 す る 。 こ れ に は 、 開 閉 弁 ４ ６ を 閉 状 態 、 開 閉 弁 ４ ７ を 開 状 態 に す る 。 こ れ に よ り  
、 第 一 移 送 配 管 ４ １ と 第 三 移 送 配 管 ４ ３ と が 連 通 さ れ た 状 態 に な る 。
　 上 記 の よ う に タ ン ク １ １ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 液 位 が 上 が り 、 規 定 液 位 に 達 す る と 、  
第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ と 移 送 配 管 ４ ０ Ｄ の 配 管 頂 部 と の 差 圧 が 小 さ く  
な る 。 こ れ に よ り 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｄ の 配 管 頂 部 で 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ が 凝 固 し に く い 状 態 と  
な る 。
　 こ の よ う な 状 態 で 工 程 Ｓ １ ３ が 実 施 さ れ る 。 こ の 工 程 Ｓ １ ３ で は 、 上 記 と 同 様 に 加 圧 用  
ガ ス Ｇ ｐ を 用 い 、 第 一 移 送 配 管 ４ １ か ら 第 三 移 送 配 管 ４ ３ を 通 し て 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ  
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内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 に 移 送 す る 。 こ の と き 、 第 三 移 送 配 管 ４ ３  
の 第 三 の 内 径 Ｄ ３ は 、 第 二 移 送 配 管 ４ ２ の 第 二 の 内 径 Ｄ ２ よ り も 大 き い 。 そ の た め 、 工 程  
Ｓ １ ２ に 比 較 し 、 第 三 移 送 配 管 ４ ３ を 通 し て 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 に 供 給 す る 液 化 二 酸 化  
炭 素 Ｌ の 流 量 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ の 外 部 に 送 り 出 す 工 程 Ｓ １ ４ で は 、 第 二 の タ ン  
ク １ １ Ｑ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 、 揚 荷 配 管 ３ ０ に よ り タ ン ク １ １ の 外 部 に 送 り 出 す 。 こ  
の よ う な 工 程 Ｓ １ ４ は 、 上 記 の 工 程 Ｓ １ ２ 、 Ｓ １ ３ と 並 行 し て 実 施 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
（ 作 用 効 果 ）
　 上 述 し た よ う な 船 舶 １ 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 揚 荷 方 法 Ｓ １ １ で は 、 タ ン ク １ １ 内 の 液 化  
二 酸 化 炭 素 Ｌ の 液 位 が 低 い と き に は 、 第 二 移 送 配 管 ４ ２ を 通 し て 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 第 一  
の タ ン ク １ １ Ｐ か ら 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ に 移 送 す る こ と で 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｄ 内 で 液 化 二 酸  
化 炭 素 Ｌ が 凝 固 し て ド ラ イ ア イ ス が 生 成 さ れ る こ と が 抑 え ら れ る 。 ま た 、 第 二 の タ ン ク １  
１ Ｑ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 液 位 が 上 が り 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ と  
移 送 配 管 ４ ０ Ｄ の 配 管 頂 部 と の 差 圧 が 小 さ く な り 、 配 管 頂 部 で 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ が 凝 固 し  
に く い 状 態 と な っ た 場 合 に は 、 第 三 移 送 配 管 ４ ３ を 通 し て 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 第 一 の タ ン  
ク １ １ Ｐ か ら 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ に 移 送 す る 。 こ れ に よ り 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 移 送 を 短  
時 間 で 行 う こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｄ に よ り 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ か ら 第 二  
の タ ン ク １ １ Ｑ に 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 移 送 す る 場 合 に お い て も 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｄ 内 の ド ラ  
イ ア イ ス 生 成 を 抑 え 、 移 送 作 業 及 び 揚 荷 作 業 を 円 滑 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ そ の 他 の 実 施 形 態 ）
　 以 上 、 本 開 示 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 述 し た が 、 具 体 的 な 構 成 は こ の 実  
施 の 形 態 に 限 ら れ る も の で は な く 、 本 開 示 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 変 更 等 も 含 ま れ  
る 。
　 な お 、 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 二 つ の タ ン ク １ １ を 備 え る 構 成 と し た が 、 タ ン ク １ １ の 個  
数 や 配 置 は こ れ に 限 ら れ な い 。 三 つ 以 上 の タ ン ク １ １ を 備 え て い て も よ い 。 ま た 、 上 記 各  
実 施 形 態 で は 、 複 数 の タ ン ク １ １ を 船 首 尾 方 向 Ｄ ａ に 並 べ て 配 置 す る 場 合 を 例 示 し た が 、  
タ ン ク １ １ は 、 船 幅 方 向 （ 言 い 換 え れ ば 、 左 右 舷 方 向 ） に 並 べ て 配 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 浮 体 と し て 船 舶 １ を 例 示 し た が 、 こ れ に 限 ら れ な い 。 浮 体  
は 、 推 進 機 構 を 備 え な い 洋 上 浮 体 設 備 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
＜ 付 記 ＞
　 各 実 施 形 態 に 記 載 の 浮 体 １ 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 積 込 方 法 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 揚 荷 方  
法 は 、 例 え ば 以 下 の よ う に 把 握 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
（ １ ） 第 １ の 態 様 に 係 る 浮 体 １ は 、 浮 体 本 体 ２ と 、 前 記 浮 体 本 体 ２ に 配 置 さ れ 、 液 化 二 酸  
化 炭 素 Ｌ を 貯 留 可 能 な タ ン ク １ １ と 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 前 記 タ ン ク  
１ １ 内 に 放 出 す る 積 込 配 管 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ と 、 を 備 え 、 前 記 積 込 配 管 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ は 、  
前 記 タ ン ク １ １ の 外 部 に 配 置 さ れ 、 第 一 の 内 径 Ｄ １ を 有 し た 第 一 積 込 配 管 ２ １ と 、 一 端 ２  
２ ａ が 前 記 第 一 積 込 配 管 ２ １ に 接 続 さ れ る と と も に 、 他 端 ２ ２ ｂ が 前 記 タ ン ク １ １ 内 で 開  
口 し 、 前 記 第 一 の 内 径 Ｄ １ よ り も 小 さ い 第 二 の 内 径 Ｄ ２ を 有 し た 第 二 積 込 配 管 ２ ２ と 、 を  
備 え る 。
　 浮 体 １ の 例 と し て は 、 船 舶 や 洋 上 浮 体 設 備 が 挙 げ ら れ る 。 浮 体 本 体 ２ の 例 と し て は 、 船  
体 や 洋 上 浮 体 設 備 の 浮 体 本 体 ２ が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の 浮 体 １ で は 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ が 、 第 一 積 込 配 管 ２ １ か ら 第 二 積 込 配 管 ２ ２ を 通 し  
て タ ン ク １ １ 内 に 積 み 込 ま れ る 。 第 二 積 込 配 管 ２ ２ の 第 二 の 内 径 Ｄ ２ は 、 第 一 積 込 配 管 ２  
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１ の 第 一 の 内 径 Ｄ １ よ り も 小 さ い 。 そ の た め 、 第 二 積 込 配 管 ２ ２ で は 、 第 一 積 込 配 管 ２ １  
よ り も 、 圧 力 損 失 Δ Ｐ が 大 き く な る 。 こ れ に よ り 、 積 込 配 管 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ を 流 通 す る 液  
化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 圧 力 が 圧 力 損 失 Δ Ｐ の 分 だ け 高 め ら れ る 。 積 込 配 管 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ の 配  
管 頂 部 に お け る 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 圧 力 が 高 め ら れ る こ と で 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 圧 力 が  
三 重 点 圧 力 に 近 づ く こ と が 抑 え ら れ る 。 こ れ に よ り 、 積 込 配 管 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 内 で 液 化 二  
酸 化 炭 素 Ｌ が 凝 固 し て ド ラ イ ア イ ス が 生 成 さ れ る こ と が 抑 え ら れ る 。 そ の 結 果 、 タ ン ク １  
１ 内 に 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 収 容 す る 場 合 に お い て 、 積 込 配 管 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 内 の ド ラ イ ア  
イ ス 生 成 を 抑 え 、 積 込 作 業 を 円 滑 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ ２ ） 第 ２ の 態 様 に 係 る 浮 体 １ は 、 （ １ ） の 浮 体 １ で あ っ て 、 前 記 積 込 配 管 ２ ０ Ｂ は 、 基  
端 ２ ３ ａ が 前 記 第 一 積 込 配 管 ２ １ に 接 続 さ れ 、 先 端 ２ ３ ｂ が 前 記 タ ン ク １ １ 内 で 開 口 し 、  
前 記 第 二 の 内 径 Ｄ ２ よ り も 大 き い 第 三 の 内 径 Ｄ ３ を 有 し た 第 三 積 込 配 管 ２ ３ 、 を 更 に 備 え  
る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 第 二 積 込 配 管 ２ ２ よ り も 大 き な 第 三 の 内 径 Ｄ ３ を 有 し た 第 三 積 込 配 管 ２ ３  
を 通 し て 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を タ ン ク １ １ 内 に 積 み 込 め ば 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 積 込 を 短 時  
間 で 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
（ ３ ） 第 ３ の 態 様 に 係 る 浮 体 １ は 、 浮 体 本 体 ２ と 、 前 記 浮 体 本 体 ２ に 配 置 さ れ 、 液 化 二 酸  
化 炭 素 Ｌ を 貯 留 可 能 な 複 数 の タ ン ク １ １ と 、 複 数 の 前 記 タ ン ク １ １ の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ  
て 、 前 記 タ ン ク １ １ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 前 記 浮 体 本 体 ２ の 外 部 に 送 り 出 す 揚 荷 配 管 ３  
０ と 、 前 記 複 数 の タ ン ク １ １ を な す 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ と 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ と の 間 に 跨  
が る よ う に 配 置 さ れ 、 前 記 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 内 と 前 記 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 と を 連 通 さ  
せ る 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ ， ４ ０ Ｄ と 、 を 備 え 、 前 記 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ ， ４ ０ Ｄ は 、 前 記 第 一 の タ  
ン ク １ １ Ｐ 側 に 配 置 さ れ 、 第 一 の 内 径 Ｄ １ １ を 有 し た 第 一 移 送 配 管 ４ １ と 、 一 端 ４ ２ ａ が  
前 記 第 一 移 送 配 管 ４ １ に 接 続 さ れ る と と も に 、 他 端 ４ ２ ｂ が 前 記 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 で  
開 口 し 、 前 記 第 一 の 内 径 Ｄ １ １ よ り も 小 さ い 第 二 の 内 径 Ｄ １ ２ を 有 し た 第 二 移 送 配 管 ４ ２  
と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ 、 ４ ０ Ｄ を 通 し て 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ か ら 第 二 の タ ン ク  
１ １ Ｑ に 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 移 送 す る こ と が で き る 。 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ に 移 送 さ れ た 液  
化 二 酸 化 炭 素 Ｌ は 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ の 揚 荷 配 管 ３ ０ を 通 し て 外 部 に 送 り 出 さ れ る 。 こ  
の よ う に し て 、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ の 揚 荷 配 管 ３ ０ で 揚 荷 作 業 が 行 え な い 場 合 で あ っ て も  
、 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ を 介 し て 外 部 に 揚 荷  
す る こ と が で き る 。
　 第 二 移 送 配 管 ４ ２ の 第 二 の 内 径 Ｄ １ ２ は 、 第 一 移 送 配 管 ４ １ の 第 一 の 内 径 Ｄ １ １ よ り も  
小 さ い 。 そ の た め 、 第 二 移 送 配 管 ４ ２ で は 、 第 一 移 送 配 管 ４ １ よ り も 、 圧 力 損 失 Δ Ｐ が 大  
き く な る 。 こ れ に よ り 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ 、 ４ ０ Ｄ を 流 通 す る 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 圧 力 が 圧  
力 損 失 Δ Ｐ の 分 だ け 高 め ら れ る 。 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ 、 ４ ０ Ｄ の 配 管 頂 部 に お け る 液 化 二 酸 化  
炭 素 Ｌ の 圧 力 が 高 め ら れ る こ と で 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 圧 力 が 三 重 点 圧 力 に 近 づ く こ と が  
抑 え ら れ る 。 こ れ に よ り 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ 、 ４ ０ Ｄ 内 で 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ が 凝 固 し て ド ラ  
イ ア イ ス が 生 成 さ れ る こ と が 抑 え ら れ る 。 そ の 結 果 、 タ ン ク １ １ 内 に 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を  
収 容 す る 場 合 に お い て 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｃ 、 ４ ０ Ｄ 内 の ド ラ イ ア イ ス 生 成 を 抑 え 、 移 送 作 業  
及 び 揚 荷 作 業 を 円 滑 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
（ ４ ） 第 ４ の 態 様 に 係 る 浮 体 １ は 、 （ ３ ） の 浮 体 １ で あ っ て 、 前 記 移 送 配 管 ４ ０ Ｄ は 、 基  
端 ４ ３ ａ が 前 記 第 一 移 送 配 管 ４ １ に 接 続 さ れ 、 先 端 ４ ３ ｂ が 前 記 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 で  
開 口 し 、 前 記 第 二 の 内 径 Ｄ １ ２ よ り も 大 き い 第 三 の 内 径 Ｄ １ ３ を 有 し た 第 三 移 送 配 管 ４ ３  
、 を 更 に 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
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　 こ れ に よ り 、 第 二 移 送 配 管 ４ ２ よ り も 大 き な 第 三 の 内 径 Ｄ １ ３ を 有 し た 第 三 移 送 配 管 ４  
３ を 通 し て 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 移 送 す れ ば 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 移 送 を 短 時 間 で 行 う こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
（ ５ ） 第 ５ の 態 様 に 係 る 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 積 込 方 法 Ｓ １ は 、 （ ２ ） の 浮 体 １ に お け る 、  
液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 積 込 方 法 Ｓ １ で あ っ て 、 前 記 第 一 積 込 配 管 ２ １ か ら 前 記 第 二 積 込 配 管  
２ ２ を 通 し て 前 記 タ ン ク １ １ 内 に 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 積 み 込 む 工 程 Ｓ ２ と 、 前 記 タ ン ク １  
１ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 液 位 が 定 め ら れ た 液 位 に 到 達 し た ら 、 前 記 第 一 積 込 配 管 ２ １ か  
ら 前 記 第 三 積 込 配 管 ２ ３ を 通 し て 前 記 タ ン ク １ １ 内 に 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 積 み 込 む 工 程 Ｓ  
３ と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 タ ン ク １ １ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 液 位 が 低 い と き に は 、 第 一 積 込 配 管 ２  
１ を 通 し て 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を タ ン ク １ １ に 積 み 込 む こ と で 、 積 込 配 管 ２ ０ Ｂ 内 で 液 化 二  
酸 化 炭 素 Ｌ が 凝 固 し て ド ラ イ ア イ ス が 生 成 さ れ る こ と が 抑 え ら れ る 。 ま た 、 タ ン ク １ １ 内  
の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 液 位 が 上 が り 、 タ ン ク １ １ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ と 積 込 配 管 ２ ０ Ｂ  
の 配 管 頂 部 と の 差 圧 が 小 さ く な り 、 配 管 頂 部 で 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ が 凝 固 し に く い 状 態 と な  
っ た 場 合 に は 、 第 三 積 込 配 管 ２ ３ を 通 し て 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を タ ン ク １ １ に 積 み 込 む 。 こ  
れ に よ り 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 積 込 を 短 時 間 で 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
（ ６ ） 第 ６ の 態 様 に 係 る 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 揚 荷 方 法 Ｓ １ １ は 、 （ ４ ） の 浮 体 １ に お け る  
、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 揚 荷 方 法 Ｓ １ １ で あ っ て 、 前 記 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 内 を 加 圧 す る こ  
と で 、 前 記 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 、 前 記 第 一 移 送 配 管 ４ １ か ら 前 記  
第 二 移 送 配 管 ４ ２ を 通 し て 前 記 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 に 移 送 す る 工 程 Ｓ １ ２ と 、 前 記 第 二  
の タ ン ク １ １ Ｑ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 液 位 が 定 め ら れ た 液 位 に 到 達 し た ら 、 前 記 第 一 の  
タ ン ク １ １ Ｐ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 、 前 記 第 一 移 送 配 管 ４ １ か ら 前 記 第 三 移 送 配 管 ４ ３  
を 通 し て 前 記 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 に 移 送 す る 工 程 Ｓ １ ３ と 、 前 記 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内  
の 前 記 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 、 前 記 揚 荷 配 管 ３ ０ に よ り 前 記 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ の 外 部 に 送  
り 出 す 工 程 Ｓ １ ４ と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 液 位 が 低 い と き に は 、 第 二 移  
送 配 管 ４ ２ を 通 し て 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ か ら 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ に 移  
送 す る こ と で 、 移 送 配 管 ４ ０ Ｄ 内 で 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ が 凝 固 し て ド ラ イ ア イ ス が 生 成 さ れ  
る こ と が 抑 え ら れ る 。 ま た 、 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 液 位 が 上 が り 、  
第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ 内 の 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ と 移 送 配 管 ４ ０ Ｄ の 配 管 頂 部 と の 差 圧 が 小 さ く  
な り 、 配 管 頂 部 で 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ が 凝 固 し に く い 状 態 と な っ た 場 合 に は 、 第 三 移 送 配 管  
４ ３ を 通 し て 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ を 第 一 の タ ン ク １ １ Ｐ か ら 第 二 の タ ン ク １ １ Ｑ に 移 送 す る  
。 こ れ に よ り 、 液 化 二 酸 化 炭 素 Ｌ の 移 送 を 短 時 間 で 行 う こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ １ 】
１ … 船 舶 （ 浮 体 ）
２ … 船 体 （ 浮 体 本 体 ）
２ ａ … 船 首
２ ｂ … 船 尾
３ Ａ 、 ３ Ｂ … 舷 側
５ … 上 甲 板
７ … 上 部 構 造
８ … 貨 物 搭 載 区 画
１ ０ Ａ ～ １ ０ Ｄ … タ ン ク 設 備
１ １ … タ ン ク
１ １ Ｐ … 第 一 の タ ン ク
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１ １ Ｑ … 第 二 の タ ン ク
１ ２ … 筒 状 部
１ ３ … 端 部 球 状 部
２ ０ Ａ ～ ２ ０ Ｃ … 積 込 配 管
２ １ … 第 一 積 込 配 管
２ ２ … 第 二 積 込 配 管
２ ２ ａ … 一 端
２ ２ ｂ … 他 端
２ ３ … 第 三 積 込 配 管
２ ３ ａ … 基 端
２ ３ ｂ … 先 端
２ ４ 、 ２ ５ … 開 閉 弁
３ ０ … 揚 荷 配 管
３ １ … ポ ン プ
４ ０ Ｃ ， ４ ０ Ｄ … 移 送 配 管
４ １ … 第 一 移 送 配 管
４ １ ａ … 第 一 端
４ １ ｂ … 中 間 部
４ ２ … 第 二 移 送 配 管
４ ２ ａ … 一 端
４ ２ ｂ … 他 端
４ ３ … 第 三 移 送 配 管
４ ３ ａ … 基 端
４ ３ ｂ … 先 端
４ ５ ～ ４ ７ … 開 閉 弁
Ｇ ｐ … 加 圧 用 ガ ス
Ｌ … 液 化 二 酸 化 炭 素
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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